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1. 緒言 

 東日本大震災における津波の影響により水産関係の甚大な被害は、北海道から千葉県までの7道県に

おいて特に大きなものとなっており、水産関係施設の被害額は総額1兆2,637億円にも達している1)。水

産業は漁場環境のみならず、漁港や市場、加工・流通、そして消費に至るまで密接に関係しており、個々

の復旧・復興とともに総合的な施策や地域社会の活性化を目指した新たな社会システム構築が必要と言

える。その中で我々のグループでは、多部田が中心となり、岩手県釜石市における水産業復興支援の活

動を行ってきた。この活動においては、漁場整備から加工・流通、消費までを一体ととらえた「トレー

サブル・サプライチェーン」の実現に向けて、大きく2つの活動を進めてきた。 

一つは多部田が中心となって行った、生産と消費をつなぐ「加工・流通業」に特に着目したヒアリン

グ調査や新たな水産業のあり方の提案を目指したシンポジウム等の開催である。もう一つは山本が中心

となり、サプライチェーンの基盤となる沿岸域の環境・生態系について、津波の影響とその修復過程に

関するモニタリング調査を実施してきた。これらは、「東北地方太平洋沖地震に関する震災復興第3次

調査団」として海洋アライアンスからの支援も受けて行われた2)。被災地においては、漁業の再開や漁

港や水産施設等の復旧が進められている中で、大きな課題として、放射性物質を中心とした化学物質汚

染に対する風評被害があることが浮き彫りになっている。したがって、後者の沿岸域の環境モニタリン

グ調査の重要性が更に高くなっている。 

地震・津波が沿岸環境に与えた影響は、①生態系の変化、②海洋（海域）汚染の可能性、に大きくは

分類できると考えられ3)、これまで多くの大学・研究機関等によって調査が行われている3)-9)。本調査・

研究では、沿岸域の環境汚染状況と生態系修復過程を把握するとともに、特に水産物・漁場の安全性に

関する指標を提示することを目的とした。また、地元行政や水産関係者と連携した沿岸環境調査のあり

方のモデルケースを作っていくことを視野に入れ、岩手県釜石湾において定期的に沿岸環境調査を実施

し、その結果をまとめることとした。具体的には、生態系の基盤をなすといえる水質に着目し、特に栄

養塩の変化をモニタリングすることによって「①生態系の変化」に関する評価を行った。また海水中の

重金属、および釜石湾の底質中の放射性物質濃度の変化に関するモニタリングによって、津波による「②

海域環境汚染の可能性」の有無を評価することを目指した。 
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地点かで0.01 mg/Lを超える値が得られた。但し、「水生生物の生息する水域」として規定されている生

物Aの基準値0.02 mg/L程度の分析値、あるいはオーダーが変わるほど大きな値は無かった。これらのこ

とから、環境基準値に照らした場合、水質中の重金属濃度については問題ないことが示された。一方で、

調査期間にわたってサンプリングを行っているSt. E, St. 1, St. 7について、環境基準値以下であっても

濃度変動が生じているかの検討を行ったが、震災後時間の経過とともに重金属濃度が減少するといった

傾向は見られなかった。この傾向は2012年3月～2012年11月も同様で、震災後1年以降は津波による海

水中の重金属汚染は少なくとも問題になるほどはみられないことが示唆された。 

 

3.2.2 放射性物質 

 Table 1は、本助成を受ける前に実施した2012年3月および2012年5月の採泥試料の分析結果である。

St. 2およびSt.12では測定限界値以下の値もみられるが、それ以外の全ての地点において134Csと137Cs

が検出された。2012年3月の分析値はSt.Cが最も高く、それ以外の地点では137Csは10.3 Bq/kg以下であ

る。一方で2012年5月の分析値は、同様にSt.Cが高いものの、St.2やSt.4は20 Bq/kgを超える濃度を示

しており、低い濃度レベルで水産物等への影響は考えにくい状況であるものの、増加傾向があることが

示された。 

 

 Table 1 土壌中の放射性物質濃度 13) [Bq/kg] 

Site 
134Cs 137Cs 

March, 2012 May, 2012 March, 2012 May, 2012 

St. A 5.08±0.595 - 10.3±1.16 - 

St. C 35.5±3.02 34.0±1.25 57.8±3.90 50.0±2.57 

St. 1 5.81±0.751 5.45±0.744 8.64±1.02 13.1±1.43 

St. 2 n. d. (<3.27) 13.2±1.13 5.55±0.977 24.0±1.88 

St. 4 - 14.9±1.25 - 30.0±2.14 

St. 6 4.08±0.735 - 6.96±0.894 - 

St. 9 - 8.31±1.18 - 13.9±1.53 

St. 12 n. d. (<3.81) n. d. (<3.04) 4.25±1.28 5.42±1.00 

 

これを踏まえて本調査では、特に経時変化について検討することにした。Fig.3は代表的な地点として、

St. 1における2012年3月から2013年11月までの放射性セシウム濃度の推移を示した図である。図中の値

は事故当時には換算しておらず、採取時点の放射性セシウム濃度を示している。なおFig.3で2013年11

月以降の134Csが 0となっているのは、検出限界値以下だったことを示しており、実際に濃度が0であっ

たという意味ではない。134Csの検出限界は、5.712 Bq/kg（2013年2月）、5.927 Bq/kg（2013年5月）、

5.872 Bq/kg（2013年8月）、6.807 Bq/kg（2013年11月）であり、137Csは6.422 Bq/kg（2013年5月）

であり、この濃度以下であることを表している。Fig.3より、St.1では2012年3月以降に放射性セシウム

濃度の上昇がはじまり、2012年9月に134Cs, 137Csともに最大値を示すことが確認された。その後、2013

年2月には濃度が減少し137Csの濃度はほぼ一定を推移し、134Csは検出限界以下になったことがわかる。 

 134Csと137Csともに釜石湾底質より検出されたが、半減期はそれぞれ2.06年と30.1年であることから、

半減期の短い134Csの検出は、福島第一原子力発電所由来の放射性物質が釜石湾にも存在することを示し

ている。一方で、Table 1で河口付近の濃度が高いことから放射性物質は外洋由来ではなく河川由来で
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